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様式 －新２　
番号 ― 1

新 規 事 業 採 択 時 評 価 項 目 調 書

事 業 名 主要地方道防府
ほうふ

徳地
とくぢ

線　道路改築事業

事 業 場 所 防府市大崎
おおさき

　地内

事 業 主 体 山口県

事 業 内 容

〇延長　　　　　　　Ｌ＝１．３８ｋｍ
〇幅員　　　　　　　全幅１７．０ｍ
　　　　　　　　　　（車道３．０×２＝６．０ｍ、歩道３．５×２＝７．０ｍ）
〇道路区分　　　　　第４種第２級
〇計画交通量　　　　７，４００台／日

事 業 効 果
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)

社
会
経
済
状
況

当 地 区 の
社会経済情勢

　防府市は、面積約１８９km2、人口約１１万２千人の市である。
　第5次防府市総合計画において、佐波川右岸広域防災広場の整備が重点プロジェクト
に位置付けられており、令和7年度の供用を目指している。
　また、当該路線周辺に位置する県立総合医療センターは第3次救急医療機関に指定さ
れており、佐波川右岸広域防災広場に隣接した用地に移転を予定している。
　上記拠点の整備に伴い、当該路線の一体的な整備が求められている。

関係市町及び
地 元 の 意 向

【関係市町の意向】
　当該事業について、第5次防府市総合計画の重点プロジェクトに位置付けられてお
り、防府市から早期整備の要望がある。
【地元の意向】
　地元は事業に協力的である。

〇佐波川右岸広域防災広場や県立総合医療センターへのアクセス道路として機能し、
災害への対応力の強化や医療提供体制の充実強化に寄与する。
〇広域的な交流・連携の強化に資するネットワークの構築に寄与する。

1,485 百万円)

事 業 目 的

　主要地方道防府徳地線は、防府市高井から山口市徳地に至る幹線道路である。
　当該道路の周辺では、防府市により災害時の広域的な防災拠点の整備が進められる
とともに、県立総合医療センターの移転計画が進められている。このため、国道2号と
これらの施設を結ぶ防府市浜田から同市江良までの区間を整備することにより、県西
部方面から各拠点へのアクセス性を向上し、市域を超える災害への対応力の強化や医
療提供体制の充実強化を図るとともに、防府市南部はもとより、山口市南部・宇部地
域と山口中央部・北部地域などとの広域的な交流・連携の強化を図るものである。

事 業 期 間

6 13 総事業費 2,195 百万円

2024 （用地補償費）2031
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【費用対効果分析手法】

【用語説明】
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費 用 対 効 果
分 析 等

「費用便益分析マニュアル（Ｒ４.2）」　基準年：R５
平成27年度道路交通センサスベース　   令和２２年推計交通量

コ ス ト 縮 減

【コスト縮減の検討状況】
　盛土工の施工にあたっては、国や他の関連事業と土砂流用及び工事用道路の共用等
の調整を図る。

代 替 案

【代替案の検討状況】
　佐波川右岸広域防災広場や県立総合医療センターの計画と調整を図った上でバイパ
ス整備をすることとし、走行性、経済性、施工性等を総合的に勘案し、最適なルート
を選定している。

(

3

)

コ
ス
ト
縮
減
・
代
替
案
等
の
可
能
性

3
　
環
　
境

配 慮 事 項
・騒音の少ない建設機械を使用することにより、周辺環境に配慮した施工を行う。
・事業区間内に埋蔵文化財の所在が確認されているため、必要な調査等を行う。

（単位：百万円）

事業採択時

(基準年：R5　)

全体事業

2,895

196

7

3,098

①事業費 1,741

②維持管理費 26

③その他

　総費用 1,767

区分 主な項目 備　考

便益
(B)

①走行時間短縮便益

②走行経費減少便益

③交通事故減少便益

④その他の便益

　総便益

費用
(Ｃ)

費用便益比（B／Ｃ） 1.8
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事　業　名 主要県道防府徳地線　道路改築事業

事業概要図

① ②

至 下関市

至 周南市

現道の状況（バイパス終点側） 航空写真

※「この地図は、国土地理院の地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したもので

（主）防府徳地線

L=1.38㎞

W=17.0（6.0）m

佐波川右岸

広域防災広場

三田尻港

防府市役所

消防本部

航空自衛隊防府北基

防府

防府東IC

①
高井

事業箇所

県立総合

医療センター

至 下関市

至 周南市

至 山口市

江良

至 R２号

至 R２６２号

浜田


